
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 22日（水）勝山文化センターポンテホールにて、1年間の課題探究活動の成果を発表しました。教育、社会、

福祉など様々な分野の、身の回りから日本社会、世界へとつながる問題が多く取り上げられていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も、既に多くの生徒が推薦入試・AO入試などを利用して希望する大学・専門学校に合格しています。 

また、就職希望者も全員が内定をいただいています。 

 

勝山高校生の声(Voice)をお届け！！ 

勝高 Voice 

令和 2 年 1月 27日発行 

岡山県立勝山高等学校 
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速報！現３年生の進路決定状況（令和 2 年 1 月現在）

 
国公立大学 10名 

□東京学芸大学（1 名）  □岡山大学（3 名）  □島根大学（1 名）  □山口大学（1 名） 

□尾道市立大学（2 名）  □山口県立大学（1 名）  □北九州市立大学（1 名） 

私立大学 のべ 46名 

□同志社大学  □龍谷大学  □京都産業大学  □大阪経済大学  □神戸女学院大学 

□ノートルダム清心女子大学  □就実大学  □川崎医療福祉大学  □美作大学   ほか 

短期大学 のべ 14名 

□龍谷大学短期大学部  □関西外国語大学短期大学部  □就実短期大学 

□川崎医療短期大学   □美作大学短期大学部 

専門学校 のべ 31名        就職 14名 

地元企業、県内企業、県外企業から内定をいただいています。 

「スポーツと音楽の関係性」

というテーマで部員にも協

力してもらい実験を行いま

した。専門的な知識が増えた

のはもちろん、多くの新しい

発見や考え方に出会いまし

た。（教育分野） 

実行委員という立場で夢現プロジ

ェクト発表会に携わり、発表者だ

けでなく陰で支える人たちの存在

が必要不可欠だと実感しました。

勝山高校の特長とも言える活動に

深く関わることができたことを誇

りに思います。（実行委員） 

「10 年後の真庭市」というテ

ーマで研究を進めていく中

で、市役所の方や地域おこし

協力隊の方に会ったり、SDG

ｓ円卓会議に出席したり、短

い期間で多くの経験をしまし

た。（社会分野） 

研究テーマの例 

「自分で発電機を作って活用してみたい」 

「少子化による学校教育への影響」 

「インフラ老朽化と真庭市」 

「生分解性プラスチックの生成と分解」 

「田舎ではこれからの社会に対応するための 

学習ができるのか」 

「１０年後の真庭市」 

夢現プロジェクト 将来の地域社会を支える人材に！ 

落合中学校のみなさん。ぜひ勝山高校へ！待っています。 


